別紙様式１
履　　　歴　　　書
令和　年　月　日現在
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	性別
※1
	
	カラー写真
縦４㎝×横３㎝
（本人胸上半身）

	氏　名
	
	
	
	

	
	
	生年月日
（年齢）
	昭和　　年　　月　　日
（満　　歳）
	

	現住所
	
	

	学　位
	
	

	学　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　 　　　項

	
	

	
	

	
	

	
	

	[bookmark: _Hlk32567592]職　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　 　　　項

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	学　会　及　び　社　会　に　お　け　る　活　動　等

	現在所属している学会
	

	年　　月
	事　　　 　　　項

	
	

	
	

	
	

	
	

	賞 罰 ・ 処 分 歴 等 ※2

	年　　月
	事　　　 　　　項

	
	

	
	

	
	

	
	

	現　在　の　職　務　の　状　況

	勤　務　先
	職　　名
	所 属 先 の 名 称
	勤　務　状　況

	
	
	
	

	教　　育　　研　　究　　業　　績

	研究分野
	研究内容のキーワード

	
	

	教　育　上　の　能　力　に　関　す　る　事　項

	事　　　項
	年　月　日
	概　　　　　要

	１．特記事項
	
	

	2．その他
	
	

	大　　学　　院　　学　　生　　指　　導　　状　　況

	研究科等名
	修士・博士の別
	指導人数
	その他参考事項

	
	
	
	

	
	
	
	

	職　務　上　の　実　績　に　関　す　る　事　項

	事　項
	年　月　日
	概　　　　　　　　　　要

	１．免許，資格

	

	


	2．特許等

	
	

	3．その他

	
	

	そ　　の　　他　　参　　考　　事　　項 ※3

	


上記のとおり相違ありません。
氏　名： 


※１．「性別」欄の記載は任意です。未記載とすることも可能です。
※２．賞罰・処分歴等欄には，刑事罰のみでなく，過去に学生・生徒・児童・幼児に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には，処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入すること。
　　※３．本学で業務を行うにあたっての抱負を記載してください。その他特記事項があれば記載してください。


本履歴書の記載内容については必ず証書等により又は在籍機関等に直接確認のうえ、相違脱漏のないよう本人が作成してください。経歴詐称があった場合は採用取り消しや懲戒解雇等になることがあります。
また、採用後記載内容に誤りがあることが判明した場合は、採用日に遡及して給与を返納しなければならないことがあります。



履　　　歴　　　書 （記入例）
令和　年　月　日現在
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	ｵｶﾀﾞｲ　ﾀﾛｳ
	性別
※1
	男
	カラー写真
縦４㎝×横３㎝
（本人胸上半身）

	氏　名
	岡大　太郎
	
	
	

	
	
	生年月日
（年齢）
	昭和〇〇年〇月〇日
（満〇〇歳）
	

	現住所
	岡山県岡山市北区津島中１－１－１
	

	学　位
	博士（○○）（○○大学）　平成○年○月○日
	

	学　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　 　　　項

	昭和〇年〇月〇日
	岡山県立〇〇高等学校普通科　卒業

	平成〇年〇月〇日
	〇〇大学〇〇学部〇〇学科　卒業

	平成〇年〇月〇日
	〇〇大学大学院〇〇学研究科博士前期課程　修了

	平成〇年〇月〇日
	〇〇大学大学院〇〇学研究科博士後期課程　修了

	職　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　 　　　項

	平成〇年〇月〇日
	〇〇研究所　研究員　（～平成〇〇年〇月）

	平成〇年〇月〇日
	〇〇大学大学院〇〇学研究科助教（～平成〇〇年〇月）

	平成〇年〇月〇日
	〇〇大学大学院〇〇学研究科准教授（～平成〇〇年〇月）

	令和○年○月○日
	University of　○○　graduate school of　○○　professor（～現在）

	※外国の職歴に関しては，英語で記載すること。

	学　会　及　び　社　会　に　お　け　る　活　動　等

	現在所属している学会
	〇〇学会，〇〇学会

	年　　月
	事　　　 　　　項

	平成〇〇年〇月
	〇〇学会評議員（～令和〇〇年〇月）

	令和〇〇年〇月
	〇〇学会理事（～現在）

	
	

	
	

	賞 罰 ・ 処 分 歴 等 ※2

	年　　月
	事　　　 　　　項

	令和〇〇年〇月○日
	〇〇賞

	
	罰なし

	
	

	現　在　の　職　務　の　状　況

	勤　務　先
	職　　名
	所 属 先 の 名 称
	勤　務　状　況

	〇〇大学
	准教授
	大学院〇〇学研究科
	※勤務内容等について記載。

	教　　育　　研　　究　　業　　績

	研究分野
	研究内容のキーワード

	〇〇科学，〇〇科学
	〇〇〇〇〇

	教　育　上　の　能　力　に　関　す　る　事　項

	事　　　項
	年　月　日
	概　　　　　要

	１．特記事項
	
	※教育方法の実践例（大学等での講義・研究指導），作成した教科書・教材，教育上の能力に関する大学等の評価，その他実務の経験を有する者についての特記事項（公開講座，シンポジウム等）を記載する。

	2．その他
	
	

	大　　学　　院　　学　　生　　指　　導　　状　　況

	研究科等名
	修士・博士の別
	指導人数
	その他参考事項

	〇〇大学○○研究科
	修士課程
	２人
	令和○年　

	〇〇大学○○研究科
	博士課程
	３０人
	平成○年～令和○年
※現在及び過去の大学院学生の指導状況を記載する。多数の場合はまとめての記載も可。

	職　務　上　の　実　績　に　関　す　る　事　項

	事　項
	年　月　日
	概　　　　　　　　　　要

	１．免許，資格
○○免許
	
令和○年○日
	
○○○○

	2．特許等
○○○○
	
令和○年○日
	


	3．その他
○○○○
	
令和○年○日
	
※職務上の業務実績を記載する。

	そ　　の　　他　　参　　考　　事　　項 ※3

	※本学で業務を行うにあたっての抱負を記載してください。
[bookmark: _Hlk236918732]※その他特記事項があれば記載してください。


上記のとおり相違ありません。
氏　名： 


※１．「性別」欄の記載は任意です。未記載とすることも可能です。
※２．賞罰・処分歴等欄には，刑事罰のみでなく，過去に学生・生徒・児童・幼児に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には，処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入すること。
　　※３．本学で業務を行うにあたっての抱負を記載してください。その他特記事項があれば記載してください。


本履歴書の記載内容については必ず証書等により又は在籍機関等に直接確認のうえ、相違脱漏のないよう本人が作成してください。経歴詐称があった場合は採用取り消しや懲戒解雇等になることがあります。
また、採用後記載内容に誤りがあることが判明した場合は、採用日に遡及して給与を返納しなければならないことがあります。

